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平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
賛
否
討
論

（
２
・
３
ペ
ー
ジ
）

平
成
24
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

府
中
市
議
会
公
明
党

　
世
界
経
済
の
減
速
に
よ
る
円
高

等
で
厳
し
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、

本
決
算
に
お
い
て
は
個
人
市
民
税
、

法
人
市
民
税
と
も
増
収
と
な
り
、
収

納
率
向
上
に
向
け
て
の
地
道
な
取
組

に
よ
る
効
果
と
実
感
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時

特
例
補
助
金
の
活
用
に
よ
る
新
た
な

雇
用
の
創
出
や
無
料
ク
ー
ポ
ン
に
よ

る
大
腸
が
ん
検
診
の
実
施
、
待
機
児

童
解
消
に
向
け
た
市
立
保
育
園
、
認

証
保
育
所
の
定
員
増
な
ど
の
各
施
策

が
展
開
さ
れ
た
。

　
高
野
市
長
に
よ
る
市
政
運
営
に
お

い
て
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
で

き
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、

市
長
と
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
職
員
に
感
謝
し
、
本
決
算

に
賛
成
す
る
。

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り

市

の

対

策

は

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
の

実
行
委
員
会
負
担
金
増
額
の
理
由
は

日
本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
平
成
24
年
度
は
大
増
税
や
社
会
保

障
の
切
り
下
げ
な
ど
国
民
に
厳
し
い

生
活
を
強
い
る
政
治
が
続
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
決
算
は
高
野

市
政
が
住
民
の
福
祉
増
進
と
い
う
自

治
体
の
責
務
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
だ
か
が
問
わ
れ
る
決
算
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
市
税
の
収
入
減
や
基
金

枯
渇
な
ど
を
理
由
に
障
が
い
者
や
高

齢
者
に
対
す
る
諸
施
策
を
削
減
す
る

一
方
、
府
中
駅
南
口
再
開
発
事
業
に

お
け
る
保
留
床
や
庁
舎
拡
張
用
地
の

購
入
な
ど
、
今
後
の
財
政
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
事
業
は
強
引
に

推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
民
の
生
活
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

市
民
生
活
最
優
先
の
市
政
運
営
に
転

換
す
る
こ
と
を
求
め
、
本
決
算
に
反

対
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
平
成
24
年
度
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
需
要
等
に
よ
る
経
済
再
生

へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
、
円
高
の

影
響
も
あ
り
、
先
行
き
が
不
透
明
な

状
況
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
国
・

都
支
出
金
等
の
財
源
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
選
択
と
集
中
、
創
意
工
夫

に
よ
る
適
切
な
予
算
執
行
に
よ
り
、

経
済
・
生
活
支
援
、
子
育
て
支
援
、

防
災
対
策
等
に
お
い
て
、
市
民
が
安

全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
施

策
が
展
開
さ
れ
た
。

　
本
決
算
は
、
高
野
市
政
の
着
実
な

第
一
歩
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
も
健
全
財
政
の
も
と
、

市
民
協
働
を
進
め
、
福
祉
の
向
上
と

市
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を

お
願
い
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
平
成
24
年
度
予
算
は
、
高
野
市
長

就
任
後
、
初
め
て
編
成
し
た
予
算
と

し
て
、
市
民
協
働
や
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
と
す
る
な
ど
刷
新
へ
の
意

欲
が
期
待
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
郷
土
の
森
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
費
や
民
間
病
院

の
耐
震
化
費
用
に
対
す
る
補
助
金
な

ど
、
根
拠
や
妥
当
性
が
明
確
で
な
い

支
出
が
あ
っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
投
資
的
経
費
の
在
り
方
を

見
直
す
と
と
も
に
社
会
保
障
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
目
指

す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
い
ま

だ
に
成
長
思
考
を
ぬ
ぐ
え
ず
、
結
果

と
し
て
将
来
に
財
政
負
担
を
課
し
て

い
る
と
考
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
本
決
算
に

反
対
す
る
。

　

市
財
政
規
模
に
対
す
る

適
正
な
市
債
発
行
額
等
は

委
員
　
本
市
で
は
、
法
人
市

民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
を

３
段
階
に
分
け
て
い
る
が
、

平
成
24
年
度
に
行
わ
れ
た
市

行
財
政
改
革
検
討
協
議
会
の

報
告
の
中
で
は
、
検
討
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
「
市
内
法
人

の
経
営
へ
の
影
響
度
も
踏
ま

え
た
中
で
、
法
人
税
割
の
税

率
を
３
段
階
か
ら
、
13
・
５

％
を
除
い
た
２
段
階
制
へ
移

行
す
る
」
と
の
答
申
が
あ
っ
た
が
、
２
段
階

制
へ
の
移
行
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

市
民
部
次
長
　
本
市
で
、
法
人
税
割
税
率
を

２
段
階
制
に
移
行
し
た
場
合
、
24
年
度
の
決

算
ベ
ー
ス
で
試
算
す
る
と
約
１
億
５
０
０

０
万
円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
人
税
の
税
制
改
正
の

動
き
が
あ
る
こ
と
や
景
気
の
動
向
等
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
市
の

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
検
討
、
見
極

め
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員
　
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１
３
府
中
市
実
行
委
員
会
へ
の
負

担
金
に
関
し
て
、
平
成
24
年
度
の

当
初
予
算
が
約
７
５
０
０
万
円
で
、

決
算
額
は
８
７
０
０
万
円
と
若
干

増
え
て
い
る
が
、
増
額
と
な
っ
た

理
由
を
聞
き
た
い
。

国
体
推
進
室
長
　
ス
ポ
ー
ツ
祭
東

京
２
０
１
３
及
び
２
０
２
０
年
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致
等
に

関
す
る
機
運
醸
成
活
動
に
対
し
て
、

都
か
ら
の
補
助
金
が
増
額
と
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
同
補
助
金
の
使
途
内
容
に
つ
い

て
は
、
同
実
行
委
員
会
の
総
務
・

事
務
関
係
費
の
ほ
か
に
、
普
及
啓

発
事
業
費
や
24
年
度
に
実
施
し
た

各
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
運
営

費
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

委
員
　
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に

関
し
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
被
害
状

況
及
び
対
策
を
聞
き
た
い
。

ご
み
減
量
推
進
課
長
補
佐
　
主
に

新
聞
の
持
ち
去
り
が
対
象
で
あ
り
、

平
成
24
年
度
の
新
聞
回
収
量
９
２

２
ト
ン
に
対
し
、
都
が
持
ち
去
り

量
を
約
27
％
と
推
定
す
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
被
害
金
額
は
２
６
０

万
円
程
度
と
把
握
し
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
は
、
職
員
が
月
２

回
の
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ほ

か
、
広
報
等
に
よ
る
啓
発
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

ご
み
減
量
推
進
課
長
　
現
在
、
自

委
員
　
学
校
教
育

プ
ラ
ン
21
に
掲
げ

る
小
・
中
学
校
連

携
と
小
・
中
一
貫

教
育
の
推
進
に
つ

い
て
、
そ
の
違
い

を
聞
き
た
い
。

教
育
長
　
小
・
中

学
校
連
携
が
完
全

な
形
に
な
っ
た
も

の
が
一
貫
教
育
で
あ
り
、
義
務
教

育
９
年
間
の
教
育
課
程
を
し
っ
か

り
と
体
系
付
け
た
学
校
を
一
貫
教

育
校
と
位
置
付
け
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
状
の
施
設
分
離
型

で
一
貫
教
育
を
目
指
す
に
は
難
し

い
課
題
も
あ
り
、
ま
ず
は
、
互
い

を
知
る
、
協
調
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
連
携
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

も
方
法
で
あ
っ
て
、
府
中
の
子
ど

も
た
ち
の
学
び
と
育
ち
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
目
指
す
べ
き

本
来
の
目
的
で
あ
る
。

委
員
　
市
内
の

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人

数
は
以
前
よ
り
減

少
し
た
よ
う
に
感

じ
る
が
、
ホ
ー
ム

レ
ス
の
自
立
に
向

け
た
取
組
と
そ
の

成
果
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

生
活
援
護
課
長
補

佐
　
市
で
は
、
生
活
相
談
な
ど
を

行
う
巡
回
相
談
事
業
と
宿
泊
所
に

居
住
す
る
方
に
就
労
相
談
な
ど
を

行
う
居
宅
生
活
移
行
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
は
71

人
で
あ
っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
数

が
、
24
年
度
に
は
45
人
ま
で
減
少

し
た
。
ま
た
、
居
宅
生
活
移
行
支

援
事
業
に
よ
り
24
年
度
は
30
人
が

就
労
し
た
ほ
か
、
11
人
が
生
活
保

護
の
対
象
か
ら
外
れ
る
な
ど
、
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

委
員
　
市
が
抱
え
る
大
規
模
な
事
業
等
を
進

め
て
い
く
上
で
は
、
適
切
な
市
債
の
発
行
が

今
後
も
必
要
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
本
市
の
財
政
規
模
に
対
し
市
債

発
行
額
及
び
市
債
残
高
は
ど
の
程
度
が
適
正

と
考
え
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

財
政
課
長
　
市
で
は
財
政
指
標
と
し
て
、
公

債
比
率
８
％
以
内
、
実
質
公
債
費
比
率
10
％

以
内
と
い
う
目
標
を
立
て
て
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
の
市
債
の
借
入
れ
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
進
捗
等
に
も
よ
る
が
、
30

億
～
40
億
円
程
度
の
借
入
れ
で
あ
れ
ば
適
正

な
財
政
運
営
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
債
残
高
に
つ
い
て
も
、
４
０
０
億

～
４
５
０
億
円
程
度
で
推
移
を
し
て
い
け
ば

目
標
と
す
る
基
準
内
で
運
営
し
て
い
け
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

治
会
等
で
行
っ
て
い
る
集
団
回
収

の
手
法
は
、
登
録
業
者
に
対
し
、

確
実
に
資
源
物
を
引
き
渡
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
実
施
し
て
い
な

い
自
治
会
等
に
も
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

法人市民税の法人税割税率

２段階制移行に対する考えは

小・中学校連携と

小・中一貫教育の違いは

ホームレスの自立に向けた

取 組 と 成 果 は


